
同
志
社
大
学
国
文
学
会
彙
報

昭
和
五
十
四
年
度
国
文
学
会
活
動
状
況

く
教
育
問
題
懇
談
会
Ｖ
（
八
月
十
八
日
・
京
都
教
育
文
化
セ
ソ
タ
ー
）

　
高
校
「
学
習
指
導
要
領
」
改
訂
の
間
題
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
刀
　
正
　
始
（
大
阪
府
立
三
島
高
校
）

　
〈
生
活
指
導
Ｖ
の
諸
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
条
　
文
　
子
（
光
華
女
子
高
校
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
原
　
貝
　
幸
（
大
阪
市
立
桜
宮
高
校
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
四
　
　
　
明
（
大
谷
女
子
中
学
校
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
犬
島
良
二
（
大
阪
市
立
茨
田
中
学
校
）

〈
総
会
・
研
究
報
告
会
Ｖ
（
十
一
月
二
十
三
目
・
京
都
府
立
勤
労
会
館
）

　
・
研
究
発
表

　
　
乞
食
者
詠
二
首
ー
そ
の
笑
い
の
構
造
か
ら
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
崎
千
春
（
本
学
大
学
院
生
）

　
　
平
安
時
代
仮
名
文
に
。
み
え
る
漢
語
動
詞
の
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
野
敏
彦
（
大
阪
成
燦
女
子
短
大
）

　
・
実
践
報
告

　
　
古
典
教
材
自
主
編
成
の
ひ
と
つ
の
あ
り
方

　
　
　
　
１
「
南
山
城
の
文
学
」
の
編
集
に
あ
た
っ
て
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
里
　
隆
　
憲
（
京
都
府
立
城
陽
高
校
）

昭
和
五
十
三
年
度
卒
業
論
文
題
目

く
日
本
文
学
古
代
前
期
Ｖ

　
『
古
事
記
』
神
語
歌
の
一
考
察
　
　
　
　
西
橋
一
也

　
万
葉
集
挽
歌
の
成
立
　
　
　
　
　
　
坂
井
　
　
成

　
万
葉
集
に
お
げ
る
「
歌
語
り
」
と
「
歌
物
語
」
　
　
　
塩
　
見
　
啓
　
子

近
江
荒
都
歌
試
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
　
田
　
秀
樹

高
市
黒
人
論
序
説
　
　
　
　
　
　
　
黒
崎
晃
一

高
橋
虫
麻
呂
論

　
　
－
拝
情
詩
に
よ
る
説
話
的
志
向
の
表
現
－
　
　
　
　
上
田
ま
ゆ
み

　
大
伴
坂
上
郎
女
　
　
　
　
　
　
　
寺
島
晶
子

狭
野
茅
上
娘
子
と
中
臣
宅
守
の
贈
答
歌
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
朋
　
子

　
萬
葉
集
東
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
中
有
紀
子

く
目
本
文
学
古
代
後
期
Ｖ

　
「
霊
異
記
」
か
ら
「
三
教
指
帰
」
へ
　
　
　
沢
田
善
次

　
伊
勢
物
語
に
お
げ
る
愛
と
み
や
び
　
　
　
　
　
　
　
　
加
　
藤
　
義
　
明

　
『
昔
男
の
人
問
像
と
そ
の
本
質
』
（
伊
勢
物
語
）
　
　
矢
　
口
　
信
　
子

　
「
古
今
集
」
に
み
え
る
小
野
小
町
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部
千
佳
子

七
一



古
今
和
歌
集
四
季
の
部
・
春

　
　
　
桜
に
お
げ
る
第
三
相
美
意
識
否
定
の
理
由

「
土
佐
目
記
の
方
法
」

更
級
目
記

『
枕
草
子
』
に
お
げ
る
詩
歌
の
研
究

紫
式
都
の
人
物
像
－
性
格
の
変
容
と
悩
み
の
救
い
ー

紫
式
部
の
厭
世
的
心
情
に
つ
い
て

家
集
に
お
げ
る
紫
式
都
－
哀
傷
歌
を
め
ぐ
る
内
面
１

「
紫
式
都
目
記
」
１
生
へ
の
模
索

「
紫
式
部
集
」
の
編
纂
意
識

私
家
集
に
見
ら
れ
る
紫
式
都
像

　
－
知
已
を
求
め
る
紫
式
都
－

紫
式
部
目
記
の
消
息
文
的
部
分
を
め
ぐ
っ
て

　
ー
そ
の
形
成
と
展
開
－

紫
式
部
の
人
問
像

紫
式
部
の
「
憂
し
」

源
氏
物
語
の
自
然
ー
そ
の
色
彩
的
表
象
－

六
条
院
物
語
試
論

源
氏
物
語
の
表
現
と
音
楽

　
－
若
菜
巻
・
女
楽
を
め
ぐ
っ
て
ー

纐
纈
友
　
国

西
　
村
郁
子

高
　
原
葉
子

榎
田
富
美
子

安
藤
順
　
子

石
　
田
厚
子

北
濱
俊
子

西
岡
百
合
子

岡
田
佳
代
子

奥
田
三
津
子

佐
藤
比
登
美

上
　
山
　
裕
子

山
下
千
秋

福
地
紳
子

福
　
田
勝
光

稲
熊
裕
之

七
二

　
源
氏
物
語
の
女
性
論

　
女
三
宮
存
在
の
も
つ
六
条
院
世
界
暗
部
へ
の
視
座

　
源
氏
物
語
第
三
部
世
界
試
論

　
「
源
氏
物
語
の
字
治
」

　
女
三
宮
物
語
の
構
想

　
堤
中
納
言
物
語
の
方
法

く
目
本
文
学
中
世
Ｖ

　
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
に
１
み
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
古
か
ら
中
世
へ
の
変
容

　
藤
原
定
家
に
つ
い
て

　
式
子
内
親
王
の
歌
の
世
界

　
「
方
丈
記
」
ノ
ー
ト

　
ー
そ
の
住
居
観
を
中
心
に
し
て
ー

「
方
丈
記
」
に
み
る
長
明
像
か
ら

徒
然
草
１
そ
の
文
学
性
に
つ
い
て
ー

「
徒
然
草
」
そ
の
無
常
の
世
界

「
維
盛
課
の
考
察
」

平
家
物
語
－
そ
の
本
質
の
人
物
論
的
考
察
－

曽
我
物
語
に
お
げ
る
仏
教
文
学
性
と

　
　
　
　
　
　
　
　
仇
討
文
学
性
に
つ
い
て

小
滝
由
美
子

松
田
　
　
薫

森
　
　
俊
樹

大
八
木
喜
美
子

山
　
田
　
圭
　
子

由
良
真
利
子

大
西
通
子

中
　
西
　
孝
枝

中
谷
久
美
子

有
光
　
　
　
澄

土
井
直
子

井
上
　
　
　
薫

佐
々
木
葉
子

梶
垣
義
昭

桜
井
美
保
子

鎌
　
田
恭
年



　
『
｝
我
物
語
』
典
字
本
と
仮
名
本
の
物
沽
の
方
法

　
女
狂
“
一
口
の
成
立
と
そ
の
性
格

　
　
－
大
蔵
流
台
本
に
よ
る
１

　
狂
一
、
一
古
に
見
る
中
世
の
人
問
像

　
御
伽
草
子
ノ
ー
ト
ー
庶
民
文
学
の
先
駆
け
１

〈
目
本
文
学
近
世
Ｖ

　
さ
ん
せ
う
太
夫
研
究
史
－
二
っ
の
方
法
を
中
心
に
ー

　
『
好
色
一
代
男
』
に
お
け
る
”
笑
い
”
に
っ
い
て

　
『
好
色
五
人
女
』

　
１
「
情
を
入
れ
し
樽
屋
物
諮
」
を
中
心
に
ー

好
色
一
代
女
１
『
徒
然
革
』
と
の
閑
係
１

　
「
心
中
物
の
私
媚
に
お
け
ろ
近
松
の
方
法
」

近
松
門
左
衛
門
作
『
薩
摩
歌
』
論

　
１
『
丹
波
与
作
手
綱
帯
」
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
ー

　
「
曽
根
崎
心
中
」
試
派

心
中
璽
井
筒
一
考

　
「
旧
姓
父
耶
合
附
桝
」
の
戊
功
に
つ
い
て

　
ー
「
国
姓
爺
後
目
令
帆
」
論
を
中
心
に
ー

　
『
心
巾
天
の
網
鳥
』
１
女
同
士
の
義
硯
１

　
「
女
殺
汕
地
獄
」
１
与
兵
衛
の
性
格
に
つ
い
て
１

山
　
内
　
典
　
子

浅
海
章
子

渋
　
　
ま
さ
子

求
城
品
子

上
　
田
　
　
　
巌

佐
藤
志
文
肴

森
　
　
裕
紀
子

ｈ
ｕ
　
　
寸
　
　
　
　
　
！
、
、

Ｌ
．
　
木
　
　
　
　
　
、
－
ズ

元
持
寿
芙
子

小
　
西
　
准
　
子

松
尾
　
　
　
渉

工
奥
章
一
郎

別
所
　
　
　
鳩

海
野
昌
子

附
井
幸
子

　
上
田
秋
成
に
お
げ
る
人
問
認
識

　
　
－
政
治
的
敗
北
者
の
系
譜
１

〈
日
本
文
学
近
代
・
現
代
Ｖ

　
「
或
る
女
」
試
総

　
『
樋
口
一
葉
の
日
記
』

　
『
た
げ
く
ら
べ
』

北
村
透
谷
論
－
透
谷
の
「
文
学
」
像
と
文
学
史
－

与
謝
野
品
子
「
み
だ
れ
髪
」
論

夏
目
漱
石
論

　
－
近
代
的
知
識
人
の
自
我
と
、

　
　
　
　
　
　
人
問
存
在
の
淋
し
さ
に
つ
い
て
－

　
「
道
草
」
試
愉

宮
沢
賢
治
の
内
部
意
識

　
「
官
沢
賢
治
の
童
話
」

梶
井
基
次
郎
論

椛
井
基
次
郎
論
－
性
の
側
面
と
そ
の
文
学
－

太
宰
治
論

太
宰
治
－
祢
一
期
か
ら
中
期
へ
の
軌
跡
－

織
田
作
之
助
諭

立
原
道
造
諭
－
仔
情
の
世
界
を
め
ぐ
っ
て
１

七
三

片
場
玲
子

大
羽
淑
子

梅
　
沢
靖
恵

米
　
田
　
明
　
代

木
村
和
彦

奥
　
田
　
裕
子

橋
本
徳
之

高
倉
佐
代
子

宮
本
真
美
子

西
　
野
敏
郎

宮
下
　
　
　
薫

水
　
上
　
博
雄

伊
藤
竜
雄

松
井
美
茶
子

錦
　
田
達
　
三

山
　
田
　
敦
　
子



谷
崎
潤
一
郎
「
細
雪
」
に
つ
い
て

　
『
待
崎
潤
一
郎
の
求
め
た
女
』

石
川
達
三
の
創
作
方
法

井
上
靖
論

井
上
靖
の
歴
史
小
説
に
関
す
る
基
本
的
考
察

中
村
真
一
郎
論

狐
谷
雄
高
論

高
橋
和
巳
「
悲
の
器
」
論

今
江
祥
智
試
論

く
国
語
学
Ｖ

正
倉
院
文
書
小
考
－
変
体
漢
文
と
し
て
の
性
格
－

倭
名
類
聚
抄
に
お
け
る
和
語

　
－
漢
語
と
の
比
較
か
ら
１

現
代
語
に
お
げ
る
居
俸
言
の
構
造
と
拍
数

現
代
新
聞
・
雑
誌
の
漢
語
表
記

　
－
混
ぜ
書
き
、
仮
名
書
き
を
中
心
に
ー

幸
田
文
の
文
体

　
１
そ
の
会
話
的
感
覚
的
性
格
に
っ
い
て
１

竹山柴松高保山小
／

吉

尾本田江橋井根沢見

斎
　
藤

啓裕洋法伸佳泰昌

子子子子敏介史明代

秀
　
幸

中
　
尾
　
晴
　
美

川
端
婦
起
子

太
　
田

道
　
宏

根
　
本
　
恭
　
子

昭
和
五
十
三
年
修
士
論
文
題
目

　
伊
勢
物
語
の
人
物
呼
称

古
今
和
歌
集
四
季
歌
の
方
法
と
自
然
観

　
源
氏
物
語
第
三
部
の
主
題
と
基
本
的
構
造

　
　
－
神
話
的
類
型
の
相
対
化
と
人
間
的
課
題
１

　
「
今
昔
物
語
集
」
観
音
信
仰
説
話
考

　
　
－
巻
十
六
を
め
ぐ
っ
て
－

　
将
門
記
の
構
造

　
平
家
物
語
の
伝
承
構
造

　
　
－
鬼
界
ケ
島
流
人
講
を
め
ぐ
っ
て
１

　
「
傾
城
吉
岡
染
」
の
方
法

　
　
－
宝
永
期
時
代
浄
瑠
璃
の
展
開
を
中
心
に
ー

　
鏡
花
「
雪
柳
」
論
－
怪
異
空
問
醸
成
へ
の
道
－

七
四

段橋
、

」
／

野柳

上本

修昌

島
　
繁

口
田

谷
　
口

山田

田中
洋

裕

　
一

二代子郎

広
　
之

和励

人儀



　
同
志
杜
国
文
学
　
第
十
六
号

昭
和
五
十
五
年
三
月
二
十
目
　
印
刷

昭
和
五
十
五
年
三
月
二
十
日
　
発
行

　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
　
玉
　
村
　
文
　
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
発
行
　
同
志
杜
大
学
国
文
学
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
代
表
）
南
波
　
　
　
浩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
上
京
区
今
出
川
通
烏
丸
東
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
二
七
三
七

　
　
　
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
共
同
印
刷
工
業
株
式
会
杜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
右
京
区
西
院
久
田
町
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